
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（中学校用） 
 

都道府県名 京都府 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名  京都市立山科中学校 

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数 

学級数 ４ ４ ５ １ １４ 

生徒数 １４６ １５３ １７２ ３ ４７４ 
２７ 

 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題 

  
「学ぶ喜び、教える喜び」の教育の実現 

 
  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科 

 
・全学年・全教科・総合的な学習の時間・選択学習 

 
個性の伸張をはかるための授業の研究 

 

 
  (2) 年次ごとの計画 

平 
成 
14 
年 
度 

○ テーマ 
      「２１世紀の学校づくり」研究構想 
○ 仮説 
      教育目標実現へ向けての構想図 
○ 研究の内容・方法 
   ・研究構想の理論及び研究設計 
  ・必修教科の年間学習計画表（評価規準・基準）の策定 
 

 

平 
成 
15 
年 
度 

○ テーマ 
  個に応じた選択教科の工夫 
○ 研究の見通し 
 選択教科と必修教科との関連についての研究 

○ 研究の内容・方法 
  ・選択教科の講座・コースのガイダンス作成と教材開発 
  ・選択教科の年間学習計画表（評価規準・基準）の策定 
 

 

平 
成 
16 
年 
度 

○ テーマ 
   選択教科の学習成果を表現する 
○ 研究の見通し 
   選択教科と総合的な学習の時間との関連 
○ 研究の内容・方法 
  ・選択教科の評価資料の策定 
  ・選択教科の学習成果を発表する 
 

    ＊ 平成１５年度からの新規校については、平成１５、１６年度の計画について記入 
   すること。 



  (3) 研究推進体制 
  学校づくり推進委員会 
  （推進委員長、教務主任、研究主任、生徒指導部長、同和主任、学年主任） 
  （校長、教頭、推進委員長、学校評議員） 
 

 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 

 
・ 必修教科年間学習計画表評価規準・基準の運用と検証 

  ・１６年度選択教科講座・コースの設定 
・ 中間報告会開催（Ｈ１５．９．１８） 

 

  ２．今後の課題 
 
・ 選択教科の年間学習計画の策定と実態の検証 
・ 選択教科の評価について 
・ 研究成果の発表会の開催 

 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 

 
・ 京都市教育課程実施状況把握調査（国語、社会、数学、理科、英語） 
・ 研究会テスト 

 

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

 
・ 平成１５年９月１８日 京都市教育委員会指定「２１世紀の学校づくり」
             と共催により 中間報告会開催 
・ 平成１６年      京都市教育委員会指定「２１世紀の学校づくり」
             と共催により 本発表会開催予定 
・ 学校ホームページに掲載予定 
 

                                         
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
【新規校・継続校】   □１５年度からの新規校   ν１４年度からの継続校 

 
【学校規模】      □３学級以下        □４～６学級 

□７～９学級        □１０～１２学級 
ν１３～１５学級      □１６学級以上 

 
【指導体制】      ν少人数指導      νＴ．Ｔによる指導 

□その他 
 
    【研究教科】            ν国語       ν社会     ν数学     ν理科 
                            ν外国語     ν音楽  ν美術   ν技術・家庭 
                            ν保健体育   □その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      ν有     □無 
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